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本年２月８日、富山市在住のＡさん（60歳代・男性）は、詐欺犯
人からウェブサイトの会員登録の解約費用名目で、コンビニエンス
ストアで電子マネーを購入して支払いをするよう指示されました。

ＡさんがサークルＫ富山針原店を訪れ、携帯電話で犯人の指
示を受けながらマルチメディア端末を操作した後、レジで26万円
分の電子マネーを購入しようとしたところ、高額購入及び携帯電
話を使用しながらの端末操作を不審に思った同店店長がＡさん
に警察への相談を勧めたことにより、被害を未然に防止すること
ができました。

サークルＫ富山針原店オーナーに
感謝状が贈呈されました

取組開始後、未然防止第１号!!

電子マネー悪用による被害件数の推移
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こうした状況を踏まえ、富山県コンビニエンスストア等防
犯協会では、２月１日から県下約500店舗のコンビニエン
スストアにおいて、「10万円以上の電子マネーを購入する
方」「電子マネーを購入する際に携帯電話を使用している
方」等に対し、注意喚起シートを提示し、注意を呼び掛け
る取組を開始しました。

今年に入ってす
でに３件もの被害
が確認されてい
ます!!

富山県における昨年の特殊詐欺の被害件数は102件、被害総額は約３億7,400万円と平成26年と比
べて件数・総額共に減少したものの、依然３億円を超える深刻な状況にあります。特に、電子マネーを悪
用した特殊詐欺が増加傾向にあり、被害者も20代から60代と幅広く、今後も拡大の恐れがあります。


